
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

「民生委員の父」と呼ばれる、林市蔵。大正 7（1918）年、米騒動の混乱の中、当時の大阪

府知事・林市蔵は、夕刊売りの母子に声をかけました。交番に母子の家庭調査を依頼し、そのお

かれている状況があまりにも困窮であったことをきっかけに、小河滋次郎の協力を得て現在の民

生委員制度の基礎となる大阪府方面委員制度を確立したと言われています。 

本講座では、大正６（1917）年 12 月１７日から大正９（１９２０）年２月３日までの間、

大阪府知事を務めた林市蔵にスポットをあて、知事着任当時の風評や、米騒動などへの関わりか

ら見えてくる、新たな人物像と大阪府方面委員制度創設について、お話しいただきます。 

 

◇日  時  平成 22 年６月 26日（土）  

午後１時 30 分～３時 30 分 

◇講  師  京都光華女子大学 

教授 小笠原慶彰 

◇会  場  大阪市社会福祉研修・情報センター  

５階会議室２ 

◇受 講 料  無料 

◇定  員  ５０人（先着順） 

◇受講決定  受講決定者には、受講証をお送りします。 

◇申込み・問合せ先 

ＦＡＸまたはホームページから 6月 22日（火） 

までにお申込ください。 

 （http://www.wel-osaka.jp/） 

大阪市社会福祉研修・情報センター 企画研修課 

〒557-0024 大阪市西成区出城２－５－２０ 

TEL（06）４３９２－８２０１ 

FAX（06）４３９２－８２７２ 

  

☆なにわの福祉・源流シリーズ受講申込書☆ 切り取らずに、このままＦＡＸしてください。 

ふりがな  

名前  

住所 
〒 

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

◆提供していただきました個人情報につきましては、名簿の作成、資料の送付等研修事業の運営のためにのみ使用し、他の目的で

使用したり、第三者へ提供することはありません。 

参参加加者者募募集集

集集  

（交通のご案内） 

●ＪＲ「今宮」駅（西出口）から徒歩約１０分 

●地下鉄四つ橋線「花園町」駅（２号出口）から徒歩

約 15 分●市バス「長橋二丁目」バス停すぐ 

 


